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　ドイツの作家ヴィルヘルム・ブッシュは『マックスとモーリッツ』（Max　und　Moritz，1865）の作
者として世界中に知られている。彼はその他にも『敬慶なヘレネ』（Die　fromme　Helene，1872）や
『神父フィルツィウス』（Pater　Filuzius，1872）といった風刺的な絵物語を書き，当時の人気を集め
た。『パドゥアの聖アソトニウス』（Der　Heilige　Antonius　von　Padua，1870）もそのような作品のひ
とつだ。この本が出版されてまもなく，出版によって宗教を財め，いかがわしい文書によって公共に
不快の念を起こさせたという理由から，オッフェソバッハの裁判所が出版者のモーリッツ・シャウエ
ソブルクを起訴した。また，オーストリアでは30年間も発禁処分にされていた。そのせいか，この
作品について述べられるとき，宗教批判という点ぽかりが注目され，作品そのものが持つおもしろさ
は無視されていることが多い。確かにここでは，聖人や聖職者が滑稽に描かれ笑い者にされている。
けれどもブッシュはこの作品について，出版者に宛てた手紙に次のように書いている。「私はこれま
で一度も傾向的な事柄に携わったことはありません。なにかが滑稽だと思われたとき，それを私流に
扱おうと試みてきたのです。そのようにしてアソトニウスの物語が出来ました。それは偶然に，前世
紀の始め，もしくは前々世紀末のものと思われる『聖母マリアの暦』が手に入ったからでした。」1）こ
こで述べられているように，ブッシュは宗教を非難することが目的で『パドゥアの聖アソトニウス』
を書いたのではない。それでもこの物語のなかに宗教批判があるのだろうか。もしあるとするなら
ぽ，それはどのような意味を持っているのだろうか。それを探るには，作品の内容を流れに沿って細
かく見ていくことが必要だと思われる。しかしその前にアソトニウスという二人の聖人について断っ
ておきたい。聖アントニウスは4世紀頃のエジプトに生まれ，修道生活の父と言われている。一方
13世紀にリスボンで生まれたパドゥアの聖アントニウスは，アッシジの聖フラソチェスコにつき従
い，説教において優れた才能を持っていたと伝えられている。プッシュの『パドゥアの聖アントニウ
ス』は，この二人の聖者伝が混ざって出来ている。それはおそらくブッシュがこの二聖人を区別でき
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なかったからではなく，上記の『聖母マリアの暦』に書かれていた聖者伝を効率的におもしろく作り
変えるうえで，両者を区別する必要はないと作家が判断したためであろう。
　ブッシュは絵物語に前置きをつけることが多く，この物語も序文（Vorwort）で幕を開ける。この
序文についてブッシュは次のように書いている。「序文では一人の人間が想定されています。その人
は留まることなく高まってくる文化の雑踏に対してため息をつき，そうすることによっていささかお
かしな人物になっています。」2）序文はこの「一人の人間」の独白だけで構成されている。彼は常にた
め息をついてしまう。「だって時代はどんどん悪くなっているから。」（Denn　die　Zeit　wird　schlimm
und　schlimmer．）［86］新聞に目をやると，株式相場やミシソ，洗濯機といった最新機器，伝染病原
菌農作物の害虫などの記事が出ている。当時の社会を反映するようなこれらの記事が，この人には
おもしろくない。「こんなことがでかでかと刷られているが／深い信心はどこに行ってしまったのだ。」
（Dieses　druckt　man　groG　und　breit－／Aber　wo　ist　Fr6mmigkeit？？？）失われた敬慶さ，それこそ彼が求
めているものなのだ。キリスト教の現状は彼を大いに嘆かせる。「おお，けしからんことに，／世俗の
腕が教会の手をつかんで／あつかましく聖職者の財布を握っているじゃないか。／痛ましや！　善良な
オーストリアでも／修道院が非難を受けているとは一」（Halt　denn　nicht，　o　Sttnd　und　Schand，／
Weltlicher　Arm　die　geistliche　Hand，／Datl　man　also　frech　und　frei／Greife　den　Beutel　der　Klerisai？！／
Wehe！Selbst　im　guten　Oster－／Reiche　tadelt　man　die　Kl6ster－）そして今度は，世の中の恐ろしい結末
を想像しておののき出す。「だが終末は愉快なものではないそ！／それどころか，忌まわしい，身の毛
もよだつものなのだ！」（Doch　das　Ende　ist　nicht　heiter！！！／Ja，　es　ist　abscheulich，　greulich！！！）この文
章を読んだ限りでは，この人が阿鼻叫喚の地獄絵でも思い浮かべているように聞こえる。しかしブッ
シュがここで描いたのは台所だった（図1）。そこではエプロソをつけた悪魔がふいごを押している。
かまどには三つの鍋がかかっていて，その中では人間たちが熱さに苦しんでいる。たしかに愉快な状
態とは言いがたい。しかし絵を見れば分かるとおり，地獄の恐怖や気味の悪さとはおよそ縁のない世
界だ。悪魔はまるで鍛冶屋のおじさんとい
った風貌だし，煙道のついた台所も当時は
珍しいものではない。前掛けを着けた悪魔
と，人間が鍋の中で茄だっていることを除
けぽ，さながら日常の風景なのだ。ここで
読老は男のおおげさな嘆きと，そっけなく
て単純な絵のあいだに大きな隔たりを発見
する。この食い違いが語りの男をより馬鹿
馬鹿しい人物にし，この食い違いが大きけ
れぽ大きいほど物語はおかしさを増す。
　これまで時代を嘆いてきた男だが，そん　　　　　　　　　　　　図1
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な彼の心を喜ぽせてくれるものがあった。「しかし見よ！それとは逆にわれわれが／人々がかつて敬虞
であった様を／読むのはなんとうれしいことだろう！／例えて言うなら聖アントソ，／われらが教会の
偉大なる息子が／悩み，戦い，勝利し…／つまりは！　キリスト教徒たる生き方をした様を…／この人
の話を今日は／とくと考えてみようと思うのだ。」（Aber　siehe1　wie　erfreulich／lst’s　dagegen，　wenn　wir
lesen，／Wie　man　sonsten　fromm　gewesen；／Wie　zum　Beispiel　Sankt　Anton，／Unsrer　Kirche　gro3er
Sohn，／Litt　und　stritt　und　triumphirte－／Kurz！－ein　christlich　Leben　fiihrte－／Dieses　la猛t　uns　mit　Bemu－
hen／Heute　in　Erwagung　ziehen．）彼は今度はほとんど陶酔状態にある。しかしすでに男の誇張癖は
読者にはお見通しだ。この男なら蚊に刺されだけでも大騒ぎするかもしれない。まるで舞台で一人芝
居でもしているような語り口なのだ。だからこの人が聖アソトソ，つまり物語の主人公である聖アソ
トニウスを讃えているのを読むと，まだ登場していないにもかかわらず，読者はこの聖人がおかしな
人物であることを予想してしまうのだ。
　第一章からはアソトニウスの一代記が始まる。誕生と幼年時代を伝える第一章「初期の才能」
（FrUhe　Talente）は次のように始まる。「人間は，ひとかどの人物になる前に，／ときにはつまずい
たり道に迷ったりするものだ，／とりわけ聖人はときに誘惑に落ちるもの，／けれどもこの世のきまり
は，／誰にせよ，生まれついたとおりの者になるものだ。」（Wennschon　der　Mensch，　eh’er　was
wird，／Zuweilen　strauchelt　oder　irrt，／Wennschon　die　Heiligen　vor　allen／Mitunter　in　Versuchung
fallen－／So　gilt　doch　dies　Gesetz　auf　Erden：／Wer　mal　so　ist，　muB　auch　so　werden．）［87］人間は誰し
も，たとえ聖人であっても過ちを犯すものなのだ。もちろんアントニウスとて例外ではない。例え
ぽ，赤ん坊のアソトニウスがはいはいをしながら納屋に行く。そこでこの幼子はなんと産みたての鶏
卵を呑みこんでいる。「アソトニウスは卵を飲み干した。ここで分かることは，／理性を持たない動物
でさえも／とくに考えのない業でもって／敬慶な者を助け元気づけなけれぽならないということだ。」
（Er　trank　es　aus．　－Hier　sehen　wir，／DaB　selbst　das　unvernUnft’ge　Tier／Mit　sonst　gedankenlosen　Wer－
ken／Den　Frommen　f6rdern　mutS　und　starken．一）文章はたいへん真面目なものだが，絵はどうだろう
か（図2）。赤ちゃんは鶏の巣に座り込み，上手に卵を割ってそれを飲もうとしている。傍らでは雌
鳥が文句を言いたそうな表情で振り向いている。文章はしかめつらしく書かれているが，描かれてい
るのは不博な子供のアソトニウスだ。ここでは絵
と文章が一致していない。それはアソトニウスの
少年時代においても見ることができる。彼はほう
ぼうの教会を訪れて識悔をしては，そのときにも
らった繊悔証をほかの少年たちに売り飛ぽす。ミ
サには欠かさず出席しているが，真の目的は好き
な女の子に会うためなのだ。「またときおり，薄
ら寒い時期には，／隠遁の精神に彼は駆り立てら
れて，／朝には寝床の上で，／学校や世間の雑踏か
無醸
図2
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ら離れ，／明るい冬の昼間になるまで／静か
な隠者となって，物思いながら横になって
いた。」（Zuweilen　auch，　bei　ktthler　Zeit，／
Trieb　ihn　der　Geist　der　Einsamkeit，／So
daG　er　morgen　auf　dem　Pf廿hle，／Entfernt
von　Schul－und　WeltgewUhle，／Bis　in　den
hellen　Wintertag，／Ein　stiler　Klausner，　sin－
nend　lag．一）［87f．］文章は大層だが，彼に
隠遁の精神などあるはずがない。要する
に，冬の朝はとても寒いので，学校をさ
ぼってベットにもぐりこんでいるというわ
けだ。絵ではアントニウスがタバコをくわ
えて寝床でぬくぬくとしている（図3）
［88］。文章は孤独で感傷的な少年を表し
ているが，絵は悪たれ小僧を描いている。
ここでも文章と絵が矛盾している。同じこ
とが『マックスとモーリッツ』でも生じて
いる。いたずら小僧マックスとモーリッッ
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の仕業で，ボルテおぽさんの大切な鶏たちが木に引っ掛かって死んでしまう。それを見たボルテは次
のように叫んだ。「『涙よ，目から流れ出よ，／私の望みのすべて，私のあこがれのすべて／私の人生の
最も美しい夢が／このリソゴの木にぶらさがっているだなんて！』」（》FlietSet　aus　dem　Aug’，　ihr　Tra－
nen1／All　mein　Hoffen，　all　mein　Sehnen，／Meines　Lebens　sch6nster　Traum／Hangt　an　diesem　Apfel－
baum1！《）［21］文章からはおばさんが鶏たちの不幸を嘆いている様子が思い浮かぶ。たしかに絵を
見ても，彼女は悲しみにうちしひがれているようだ（図4）。しかしその左手に早くも刃物を握って
いる。おぽさんの嘆きは偽物で，それどころか鶏を食べるきっかけができて内心喜んでいるのかもし
れない。彼女はこのあと鶏をさっさと台所へ運んでいく。マックスとモーリッツがいたずらなどしな
くても，遅かれ早かれ鶏たちはこうなる運命だったのだ。いずれの場合も真実を語っているのは文章
ではなく絵だ。社会的モラルの建前で偽善的に書かれた文章と，第三者の視点で仮借なく実態が描か
れた絵のあいだに，大きなコントラストが生まれる。このコントラストもまた，読者を笑いへと誘う
もののひとつなのだ。
　少年時代をピークにずる賢いアソトニウスはだんだん影をひそめていく。そしてこれからは間抜け
で滑稽な感じが強く出てくる。
　幼年時代を終えたアソトニウスはすぐに修道院に入ったのではない。彼が修道士の道を歩み始める
きっかけとなった事件が，第二章「恋と改俊」（Liebe　und　Bekehrung）である。アントニウス青年
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はある女性に恋をしてしまう。しかし彼女はすでに人妻だった。しかし彼は恋する想いを断ち切るこ
とができない。冒頭の文章もこう語っている。「あまねく広まり／多くの若者を惑わす誤りとは，／恋
はつねにたくさんの喜びを成す／ものであるということだ。」（Ein　Irrtum，　welcher　sehr　verbreitet／
Und　manchen　Jtingling　irreleitet，／Ist　der：da9　Liebe　eine　Sache，／Die　immer　viel　VergnUgen　mache．）
［88］アントニウスは雪の降りしきるなか，彼女の家の窓の外に立ってチターを手に胸の内を語る。
かつて冬というと学校をサボリベットで一服していた彼が，今は自分からすすんで寒い戸外で震えて
いる。すると窓辺に彼女の手が現れ，家へ入ってくるように手招きをする。喜び勇んで中へ入ったア
ソトニウスだったが，運悪くそこへ亭主が帰ってくる。アソトニウスは急いで樽の中へ隠れる。彼女
はこれが初めてではなかったのだろう。素知らぬふりをして愛想よく亭主を迎える。しかし不幸なこ
とに，アソトニウスと共に一匹の猫が樽の中に紛れ込み，そのしっぽが縁にはさまっていたのだ。猫
が騒いだおかげでアントニウスは見つかってしまい，怒りのあまり剣を手にした亭主から危うく逃げ
出す。そしてたまたまたどり着いたのがなんと修道院だったのだ。
　ブッシュはこの章について「第二章はボッカチオの特技に見習ったくだりです。なぜならボッカチ
オはユーモラスに具象的な描写をするのに有効だと思えたからです。」3）と書いている。作者はボッカ
チオの筆致を高く評価していて，その後もイギリスの作家チョーサーと比較してこう語っている。
「［…］しかしチョーサーの話の語り口はひどく退屈だ。韻が次から次へと続いていくが，そこには何
もなく話がさきに進んでいかない。だがそれに対して，チョーサーも知っていた，ボッカチオのデカ
メロンは物語の傑作だ。チョーサーにもあったいかがわしい内容は別としてのことだが，そのような
内容は当時それほど意外なものではなかったのだ。」4）この章ではヤソブスのリズムにのって話がテソ
ポ良く展開していく。脚韻はそれまで一貫してパールライムだったが，アソトニウスが偶然に修道院
の門前に来ると，「なんてこった，私たちはおしまいだ1／女たちよ，私の頭から離れろ！／天の女王
である聖母マリアよ，／我が心の女王でもあれ！」（OWelt，　mit　uns　ist’s　nun　vorbei！／lhr　Weiber，
fahrt　mir　aus　dem　Sinn！／Du　K6nigin　des　Himmels，　sei／Auch　meines　Herzens　K6nigin！）［90］と急に
クロイツライムに変わり，アソトニウスの人生の転機を示している。ブッシュの作品は規則正しいリ
ズムと脚韻を持つものが多く，この作品も随所でそれが認められる。ブッシュは場面に合わせて韻を
整えたり，また乱したりしながら，物語の流れを自在に造り出している。
　イタリアの町，パドゥアの修道院でのアソトニウスの生活を描いているのが，第三章「聖母マリア
の肖像」（Unserer　Frauen　Bildnis）だ。修道士になった彼はマリア像を描くのに熱中していた。ア
ントニウスは美しいマリアの足元に情けない顔をした悪魔を描き加えた。ところがこれが悪魔の不興
を買い，あとで災いをもたらすことになるのだ。アントニウスは修道院の務めをきちんと果たしてい
るようだが，完全に改心したのだろうか。近隣には清貧を重んじるカルメル会女子修道院があり，そ
こにはラウレソティアという敬慶で若い修道女がいた。「控えめで，物静かで，信仰心があつい，／彼
女のことを善良なアントニオは，／つねにあらゆる善なるものを喜ぶ彼は，／ずっと前から心より高く
評価していた。／もちろんごく一般的な意味で，／われらの聖なる教会が許している範囲で。」
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（B・・ch・id・n・・till　und　gl・ub・n・f・・h，／H・t・i・d・・9・t・A・t・ni・，／D・n・ll・・G・tes　st・ts　e，g6t、t，／S。h。n
la・g・t・・n　Herzen　h・・hg・・chat・t・／N・tU・li・h・im・119・m・i・・n・und・Ub・・h・upt，／Wi・’・unse・e　h・ilig。　Kir－
che　erlaubt．）最後のうさんくさい但し書きが，実はアソトニウスが聖職者にしては行き過ぎた想い
をラウレンティアに抱いていることを予想させる。ある晩不意にこの修道女がアントニウスの僧坊を
訪れた。「『アソトニオ，愛しい人，私のことを知らないの？／私は修道院がきついので逃げて来たの
よ，／心の熱い思いに勝てなかったのです，／あなたへの愛と銀製品への強い／あこがれのために逃げ
て来たわ。／さあ，さあ，アントニオ！そして／よその土地に逃げましょうよ！』」（》Antonio，　Lieber，
kennst　du　mich　nicht？／lch　bin　entfiohen　aus　des　Klosters　Zwang，／Konnt’nicht　widerstehn　meines　Her－
zens　Drang，／Bin　aus　Liebe　zu　dir　und　grotSem　Verlangen／Mit　dem　Silbergerat　davongegangen．／Auf，
auf，　Antonio！Tue　desgleichen／Und　laB　uns　in　fremde　Lande　entweichen！《）［91］善良なはずのラウ
レンティアが修道院逃亡に加えて，修道院の銀製品をも頂戴しようとしている。このように誘われた
アントニウスは少しもためらうことなく，宝物を盗み彼女と修道院を後にする。ところがこの美しい
修道女は悪魔が化けていた偽者だった。「『やい，やい！』と悪魔は笑う，『そういう習わしなのさ。／
お前は悪魔を描いた，だからこっちもお代をやるぜ！』」（》Hei，　hei！《－1acht　der　Teufel，》so　ist’s　der
Brauch．／Du　maltest　den　Teufel，　nun　zahlt　der　auch！《）すべては聖母の足元に屈辱的な描かれ方をし
た悪魔の報復だったのだ。たしかにアントニウスは不運だったが，修道女に化けた悪魔の誘惑にあっ
さり屈したことを考えると半分は自業自得と言えるだろう。しかしそんな修道士を見捨てない人がい
た。「しかし見よ！　暗い雲のヴェールから／聖母マリアが歩み出てくる。／r元気を出して，アントニ
ウス，私は情けにあふれています。／邪悪な敵がお前を傷つけることのないように望みます。／修道院
の会堂にある私の絵姿を／心から満足して眺めましたよ！』」（Doch　sieh！Aus　dunklem　Wolkenfior／
Tritt　unsre　liebe　Frau　hervor．／》Sei　getrost，　Antonio，　ich　bin　voller　Gnaden，／Der　b6se　Feind　soll　dir
nicht　schaden．／Mein　Bildnis　in　des　Klosters　Hallen／Sah　ich　mit　gnadigem　Wohlgefallen！《）［92］こ
う言うと聖母マリアは消えていく。アントニウスが描いた絵は災いだけでなく，救いも招いたのだ。
本来聖アントニウスの伝説で姿を現すのはマリアでなくイエスだ。しかしこの物語にはイエスの姿が
どこにもない。ブッシュはこの作品とマリアのつながりについて次のように書いている。「もしもこ
の小さな本が皮肉を含んでいるとすれぽ，それは奇跡が記されたカトリックの書物のなかの描写に対
するもので［…］例えぽ『聖母マリアの暦』のなかに，マリアが敬慶な修道士に乳を飲ませている絵
が描かれている箇所がある。聖母マリア崇拝のこのような誇張がこの本のなかで戯画化されている。
マリアという人物は，私の出来る限り，理想的に描出されている。」5）これ以後マリアはアントニウス
を何度も救うことになる。
　さて，追ってきた修道士たちに捕らえられたアソトニウスは牢に入れられる。ところが翌日みんな
が朝課に来てみると，牢屋にいるはずの彼が熱心に絵を描いている。そして代わりにあの悪魔が牢屋
に閉じ込められていた。この章はおかしな文章で締めくくられている。「絵画とはまったく役立つも
のだ。／なにか神聖さが加わるときは。」（Recht　nUtzlich　ist　die　Malerei，／Wenn　etwas　Heiligkeit
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dabei．）マリアの慈悲に救われたアソトニウスは，これ以後しっかり改心することができるのだろうか。
　第四章「天からの二つの声」（Zwei　Stimmen　von　oben）で，お使いを頼まれたアソFニウスが偉
そうな身なりをした教会博士アルペシウスと並んで歩いている。アルペシウスは大の女好きで，美人
を見かけるとすぐにちょっかいを出す。アソトニウスはこんな男と一緒にいて大丈夫だろうか。「し
かし反対にアソトニオ修道士は，／この世の恋愛とはなんの関わりも持たず，／唯一ただ心の中に／甘
美な天の女王マリアを抱いていた。」（Bruder　Antonio　aber　dagegen，／Dem　nichts　an　irdischer　Liebe
gelegen，／Trug　einzig　allein　in　Herz　und　Sinn／Die　sttBe　Himmelsk6nigin．）［93］そのうち空模様が怪
しくなってきて，雷が鳴り突風が吹き荒れる。アルベシウスは雨傘を開き，雷雲に向かって「『さあ
来い薄汚い水め！』」（》Jetzt　kommt　die　Bnih！！《）と言い放つ。すると「聞け！突如神の審判のらっ
ばの如く，／天上からうなり声がする。『やっちまえ1』／『まったくだ！』と激しい怒りに燃えた／二番
目の声が響く。／びゅ一ん！　ぽりぽりど一ん！　稲妻が落ちて一／アルベシウスは分け前をもらっ
た。」（Horch！－P16tzlich　wie　des　Gerichts　Trompete，／Donnert　von　oben　eine　Stimme：》T6te！！T6te！！《／
》Schon　recht！！！《－ert6nt　voll　Grimme／Eine　zweite　Stimme．／Huit！－Knatteradoms！－Ein　Donnerkei1－／Und
Alpecius　hat　sein　TeiL）［93f．］アルペシウスが雷に打たれた場面は滑稽であると同時におどろおど
うしい（図5）［94］。残った黒焦げの脚から二筋の煙りが立ちのぼっている。これとよく似た絵は『敬
慶なヘレネ』にもある。ヘレネは敬震とは無縁の女性だった。しかし夫と愛人を相次いで失ったと
き，彼女は世の無常を感じて改心を決意する。けれどもヘレネはアルコールの誘惑を振り払うことが
できず，思わずリキュールをラッパ飲みしてしまう。そのとき彼女は誤って近くにあったラソプを倒
し，アルコールに火が移る。そしてたちまち炎に包まれて死んでしまうのだ。黒く焦げたヘレネの名
残がくすぶっている。（図6）［137］。しかし教会博士アルペシウスよりヘレネのほうが一枚上手だっ
?〜?
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、
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た。なぜなら彼女の魂は見事に屍から脱出している。
　恐ろしい惨劇の場に居合わたアントニウスは，変わり果てた姿になった博士にわき目も振らず，た
だ静かに祈りながら歩きつづける。しかし荒々しい雷雲は次なる獲物を狙って修道士に近づいてい
た。「しかしアントニオは，落ち着いて快活に／その後も自分の道を進み続ける，／（感謝致します，お
お天の女王マリアよ！）」（Antonio　aber，　getrost　und　munter，／Zieht　seines　Weges　fUrderhin，／（Dank
dir，　o　Himmelsk6nigin！））［95］そしてマリアに見守られながら，アソトニウスは無事にパドゥアに
帰り着くのだ。
　第五章「教会堂開基祭」（Kir－
chweih）で，アソトニウスの祈りが
またもや奇跡を呼び起こす。教会の開
基祭になると，パドゥアにはたくさん
の人々がやって来る。修道院の近くに
は巡礼者たちにビールやソーセージを
提供する一軒の宿屋兼飲食店があっ
た。ある夜この宿が火事になり，ワイ
ン蔵を持つ修道院にも炎が迫る。ほか
の修道士たちは叫び声をあげることし
かできなかったが，「アソトニオは祈
り始めた，／『アヴェマリア，世の希望
??
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よ！／我ら哀れな修道士を守りたまえ一／ご存じでしょう。我々にはそれが一／樽に入ったワイソが入
り用なのです！」（Antonio　hub　an　zu　beten：／》Ave　Maria，　mundi　spes！／Erhalt　uns　armen　M6nchen－／
Du　weiBt　es　ja，　wir　brauchen　es－／Den　Wein　in　unsern　T6nnchen！《）［95］すると不思議なことに烈火
はたちまち消えてしまった。修道士たちは大喜びして歌う。「『ブドウから流れ出た果汁は／きっと今
日は差し支えあるまい！／万歳！我らはほらまた一杯さ，／ほらまた恵みで一杯なのさ！』」（》Der
Saft，　des　aus　der　Traube　quoll，／Kann　heut　ja　wohl　nicht　schaden！／Juchhe！Wir　sind　ja　wieder　voll，／∫a
wieder　voller　Gnaden！《一）［96］この文章の「我らはほらまた一杯さ」（Wir　sind　ja　wieder　voll）は「我
らはまたヘベれけだ」という意味にもとることができる。たしかにワインを酌み交わす修道土たちの
姿は，飲み屋の陽気な酔っ払いと変わらない（図7）。
　すでにいくつかの奇跡がアソトニウスのもとを訪れた。しかし彼はまだ聖人ではない。第六章「司
教ルスティクス」（Bischof　Rusticus）はアソトニウスが聖人と認められる物語である。このころに
なると，アソトニウスの説教を聴いたり，彼が起こす奇跡を見物するために多くの人がパドゥアを訪
れるようになっていた。「けれどもこの世の子らというものは／そういう事をめったに好まない，／悪
魔の魔法だ妖術だなどと／いろいろ不平を言っては噂をする／そして敬震なアソトニウスのことを／善
良な司教ルスティクスに訴える。」（Jedoch　die　Kinder　dieser　Welt，／Denen　so　etwas　selten　gefallt，／
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Murren　und　munkeln　so　allerlei／Von
Teufelskunsten　und　Zauberei／Und
verklagen　den　frommen　Antonius／
Beim　guten　Bischof　Rusticus．）奇跡
を明らかにすることは不可能だ。だか
らそれを信じる人がいる一方で，疑う
人がいるのは仕方がない。ましてその
奇跡が聖なる力か悪魔の力かという問
題になると，ことは余計に難しくな　　　　　　　　　　　図8
る。ルスティクス司教はアソトニウス
を召して尋ねる。「私はそなたの技のことを聞いたぞ！／しかしな，そもじ，信仰はいかがなものか
な？」（》Ich　hab’von　deiner　Kunst　vernommen！／Allein，　mein　Freund，　wie　ist　der　Glaube？《）疑いをか
けられたアソトニウスは司教の目前で奇跡を起こした。「速やかにアソトニウスは頭巾をとり／まるで
杭にでもかけるように，それを／温かな太陽の光線のひとつにかげた。」（Flugs　nimmt　Antonius　seine
Haube／Und　htingt　sie，　wie　an　einen　Pfahl，／An　einen　warmen　Sonnenstrahl．）文章だけではアントニ
ウスが何をしたのか分かりにくい。しかし絵を見てみれぽ（図8）ここで驚くべき妙技が披露された
ことがはっきりと分かる。それでも司教はアソトニウスの聖なる力を信じようとはしない。そのと
き，ちょうど近くで孤児の少年が遊んでいた。この子は耳も目も不自由なので，彼の両親の名前を聞
いた者は一人もいなかった。「アントニウスは言った『話してごらん，坊や，／お前の両親が誰なのか
を！』」（Antonius　sprach：》Sag　an，　mein　Kind，／Wer　deine　Eltern　sind！！《）すると口のきけない少年
が，ルスティクス司教を指さして話し出すではないか。「『ルスティクス司教だよ，この人が…』」
（》Der　Bischof　Rusticus，　der　ist…《）これを聞いて司教はあわてふためく。「『しいい一っっ！』／司教
は言った一『まったくその通りじゃ！／アソトニウス，そなたは神のしもべであるぞ！』」（》Ps－s－s・s－
s－st！！！《／Sprach　der　Bischof－》Es　ist　schon　recht！1！／Antonius，　du　bist　ein　Gottesknecht！！！《）［96f．］少
年は本当に司教の私生児だったのだ。この章の最初の部分で「善良なる司教」と書かれていたルステ
ィクスだったが，その正体はとんだ偽善者だった。しかし，かつての教皇たちに愛人や私生児がたく
さんいたことを思えぽ，司教に隠し子がいることは実際にも珍しいことではなかったのだろう。とに
かくやっと司教もアントニウスを神のしもべとして認めた。というよりも，秘密を知られては認めざ
るを得なかったのだが…。ここでは恭しく頭を垂れるアソトニウスに笏をかざすルスティクス司教が
描かれている。そして文章では一言も示されていないが，この件について沈黙を要求するかのよう
に，その人差し指は口にあてられている（図9）。司教のお墨付きをもらったアントニウスは晴れて
聖人となり，それとともに彼の体にはある変化が生じる。「この時以来あらゆる人の目に／アソトニウ
スが後光を指しているのが見えた。」（Seit　dieser　Zeit　sah　groB　und　klein／Antonius　mit　dem　Heiligen－
schein．）［97］これ以後アソトニウスの後頭部には，聖像に描かれる後光がつねに書き加えられる。
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　アントニウスも今や聖人に成長し
た。しかしこれですべての試練が終わ
ったわけではない。第七章「告解」
（Die　Beichte）では美女の誘惑が彼を
待ち受けていた。「パドゥアに女が住
んでいた。／魂は悪で，肉体は上等，
／その名は麗しのモニカ。／彼女は敬慶
な神父を見ると，／彼をも自分の網に
かけたいと／強い欲望を感じた。」（Es
wohnte　zu　Padua　ein　Weib，／B6s　von
Seele，　gut　von　Leib，／Genannt　die
sch6ne　Monika．一／Als　die　den　from－
men　Pater　sah，／Versptirte　sie　ein　grog
Verlangen，／Auch　ihn　in　ihre　Netze　zu
fangen．）モニカは臓悔をしたいと偽
って，アントニウスを自分の家へおび
き寄せる。聖人が寝室へ入ると，弱々
しく床に臥せったモニカがせつせつと
自分の罪を告白し始める。「『あの人は
ベットの私のぞぽに座りました，／あ
あ，敬慶な神父アントニオ様！／あな
たがお座りになっているように！ちょ
うどこんな具合に！』」（Er　setzte　sich
ans　Bett　zu　mir．．一．．／Ach，　frommer
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Pater　Antonius！／Wie　Ihr　da　sitzt！Gerade　so！）モニカの思わせ振りな言葉を聞いて，アントニウスは
どうしただろうか。「アントニウスは真面目な口調で言った，／続けなさい，娘子よ，ちゃんと聞いて
おりますそ！」（Antonius　sprach　mit　ernstem　Ton：／》Fahre　fort，　meine　Tochter，　ich　h6re　schon1《）
しかし絵では，美女に体をつつかれて頬を緩ます聖人の姿が見える（図10）。モニカの告白の内容は
どんどんエスカレートしていく。それにしたがって彼女は聖人の髭をくすぐったり，彼の手に唇を当
てたりしながら，だんだんとアントニウスの心を揺さぶってゆく。聖人の表情もしだいに緩んで，も
う一押しで誘惑に負けてしまいそうだ。「『愛しい人』彼は言いました，『私を愛しているかい？』／え
え，とても愛しているわ！と私は言いました。／そうですとも，最愛にして親愛なるアントニオ！／あ
なたをとても愛しているわ，ちょうどこんなふうにね！』」（＞Geliebte〈，　spracher，＞liebst　du　mich？～〈／Ja，
sprach　ich，　rasend　lieb’ich　dich！！／Ja，　liebster，　bester　Antonio！／Ich　liebe　dich　rasend，　gerade　so！！！《）
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［98f．］とうとうモニカは聖人の頭をベットに引っ張り込んでしまった。これで聖アソトニウスも一
巻の終わりなのか。「そのときアソトニウスは無愛想に言った，／『ふしだらな女め！今ちゃんと分か
ったぞ！』／威厳をもって向きを変え一ぼたん！／と戸を閉めて一彼は階段を降りて行く。」（Da　sprach
Antonius　mit　barschem　Ton：／》Verruchtes　Weib！Jetzt　merk’ich’s　schon！《／Kehrt　wiirdevoll　sich　um－
und　klapp！！－／Die　Ture　zu－geht　er　treppab．）［99］こうしてアソトニウスは無事に誘惑を退けること
ができた。さすがは聖人と褒めたいところだが，なんとも危ないところだった。一人取り残されたモ
ニカは悔しがるまえに驚いて次のように言う。「『信心深い人を随分知ってるけど，／こんなことって
初めてだわ1』」（》Ich　kenne　doch　so　manchen　Frommen，／So　was　ist　mir　nicht　vorgekommen！！《）一
体今まで何人の敬慶な者たちが，この美女の罠にはまったのだろうか。
　第八章「巡礼」（Wallfahrt）で聖人
はエルサレムへ巡礼の旅に出る。アン
トニウスが荷物を乗せたロバを引いて
歩いていると，「そこへ待ち伏せして
いた／一頭の熊が駆け足でやって来て，
／直ちにロバをつかむと／だんだんに食
い尽くした。」（Da　kam　aus　seinem
Hinterhalt／Ein　Btir　in　schnellem　Lauf；
／Und　greift　den　Esel　allsobald／Und
zehrt　ihn　mahlich　auf．）自分のロバが
ご7　’t：，ゴ
?
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襲われているのを見ても，アソトニウスは何もしない。別に怖くて腰が抜けたわけではない。「良き
キリスト教徒のアソトニウスは／心静かにそれを眺めていた。／『よお，老いぼれ熊！食べ終わったら，
／さあ！お前が荷物を持っておくれよ！』」（Antonius　als　guter　Christ／Schaut’s　an　mit　Seelennlh：／
》He，　Alter1　Wenn　du　fertig　bist，一／Wohlan！－so　trage　du！《）［100］アソトニウスはまったくのこわい物
知らずだ。それにしてもこの聖者には情けというものがないのだろうか。お供の不幸な最期を少しは
憐れんでもいいはずなのに，このロバは彼にとってただの荷物運びでしかなかったのだ。文章はこん
な彼のことを「聖アソトニウスは物事をすぐに／気軽に考える。」（Der　heilige　Antonius　macht／Sich
bald　das　Ding　bequem，）と評する。絵で見るアントニウスには狡狙な印象はない（図11）。かといっ
て高潔だとか偉大などという表現とも結び付かない。まるで近所を散歩しているごく普通のお爺さん
のように見える。聖アソトニウスは熊にまたがり無事にエルサレムに到着する。そこで聖人は記念品
として一番大きな石を見つけ，嫌がる熊の背中に強引に積み込む。パドゥアに戻ったアソトニウスは
やさしく熊に話しかける。「『我が友，さあ行ってよいそ！／どんな目にあうことがあるか／お前も分か
っただろう！』」（》Mein　Freund，　du　kannst　nun　gehn！／Und　wie　es　einem　gehen　kann，／Das　hast　du
nun　gesehn！《）［101］思う存分こき使っておいてこの言い草はない。やっと自由の身になった熊は
ぶつぶつ言いながら森に入って行く。「俺はもう金輪際／ロバなんかに手を出すものか！』」（Mein
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Leben　lang　bekUmmr’ich　mich／Um　keinem　Esel　mehr《）
　第九章「最後の誘惑」（Letzte　Versuchung）のアントニ
ウスはじつに奇妙な方法で読書をしている。「パドゥアの聖
アソトニウスは／一人きりで座っていることが多く／そして自
分の後光のもとで／たいてい夜更けまで本を読んでいた。」
（Der　heilige　Antonius　von　Padua／SaB　oftmals　ganz　alleinig
da／Und　las　bei　seinem　Heiligenschein／Meistens　bis　tief　in
die　Nacht　hinein．一）（図12）自分の後光をラソプ代わりに使
った聖人を見たことがあるだろうか。そのようにしてアソト
ニウスが夜遅く本に向かっていると，意外な訪問者が現れ
る。「敬慶な男が振り返ってみると／かわいい女の子が彼を見
ていた。」（Und　wie　er　sich　umschaut，　der　fromme　Mann，／
Schaut　ihn　ein　hUbsches　Madchen　an．一）［102］肉付きのい
い少女はバレリーナの衣装を着て，髪には花飾りをつけてい
る。修道院に，それも深夜に突然女の子が現れたら普通の人
§
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間は不審に思うはずだ。しかしアントニウスはまったく動じることはなかった。「パドゥアの聖アン
トニウスはしかし／こんなことが起こっても，まったく平静であった。／彼は言った，『見物している
がよい。／私のキリスト教徒らしい平穏な心をお前は邪魔しない！』」（Der　heilige　Antonius　von
Padua／War　aber　ganz　ruhig，　als　dies　geschah．／Er　sprach：》Schau　du　nur　immer　zu，／Du　st6rst　mich
nicht　in　meiner　christlichen　Ruh！《）そして聖人は再び読書を始める。だが少女のほうも簡単には引
き下がらない。聖人の耳をくすぐったかと思うと，体を寄せてみたり，顔を近づけたり，短いスカー
トをひらひらさせて踊ったりする。最初は相手にしなかったアントニウスもだんだん若い娘の魅力に
引き付けられてしまう。そのうちに「急に，彼にもどうやったのか分からなかったが，／娘は彼のひ
ざの上にちゃんと腰を下ろし／聖アントニウスの左右に／熱烈な接吻をするのである。／パドゥアの聖
アソトニウスはしかし／こんなことが起こったとき，平静ではなかった。」（Auf　einmal－er　wuBte　sel－
ber　nicht　wie－／Setzt　sich　das　Madel　ihm　gar　aufs　Knie／Und　gibt　dem　hei1’gen　Antonius／Links　und
「echt・ei・・n　h・・zh・ft・n　K・B・／D・・h・ilig・A・t・ni・・v・n　P・d・・／W・・ab・・ni・ht・uhig，。1、　di，、
geschah．）［103］こうなったら聖人が頼りにできるのはただ一人，神様だけである。「彼は憤怒に燃
え立ち，飛び上がった，／彼は十字架を手にした，／『わしから退散せよ，汚れた霊め！／何者であろう
と，正体を現せ！』」（Er　sprang　empor，　von　Zorn　entbrannt；／Er　nahm　das　Kreuz　in　seine　Hand：／
》LaB　ab　von　mir，　unsaubrer　Geist！／Sei，　wie　du　bist，　wer　du　auch　seist！《）アソトニウスが十字架をか
ざすと，豊満な体をした若いバレリーナの姿は消え，代わりにそこにいたのはがりがりに痩せた醜い
悪魔だった。正体を見破られた悪魔はさっさと退散する。
　第十章「隠遁生活と昇天」（Klausnerleben　und　Himmelfahrt）にはアントニウスの余生と最期が
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記されている。聖人は俗世を捨てて隠者となり，森
の奥深くで暮らしている。アントニウスの食生活は
とても質素になった。アソトニウスは「露を飲み，
苔を食べ，／ずっとここに座り続け，／祈っているう
ちに，朽ち果てそうな体になって／ついにその鼻と
両耳から／野草がのぞいている。」（Hat　Tau
getrunken　und　Moos　gegessen，／Und　sitzt　und　sitzt
an　diesem　Ort／Und　betet，　biser　schier　verdorrt，／
Und　ihm　zuletzt　das　wilde　Kraut／Aus　Nase　und
Ohren　schaut．）［104］ここでは仙人のような風貌
をしたアソトニウスが描かれている（図13）。彼は
ぽろぽろになった服を着て，岩か薮のようなものに
腰掛けている。文章で語られているとおり耳と鼻か
らは草が生え出している。背中には鳥の巣を背負
い，母鳥に餌をせがむひな鳥たちが顔を出してい　　　　　　　　　図13
る。聖人のひじのあたりには，アリの大群が這い上
っている。この絵には悲壮さといったものはない。アソトニウスの表情は垂れ下がった眉毛や長く伸
びた髭，野草のせいで不確かだが，決して苦しそうには見えない。もちろん滑稽でおかしな図ではあ
るが，安らかでほのぼのとした情景とも言える。アントニウスは自然に溶け込み，完全に同化してい
るようだ。ブッシュは詩集『最後に』（Zu　guter　Letzt，1904）のなかで，『苦行者』（Der　Asket）と
いう詩を書いている。そこに登場する苦行者もアントニウスのように高山で隠老として暮らしてい
る。少量の食事しかとらないため，やっと生きているところもアントニウスと同じだ。あるときひと
りの若者がこの隠者に教えを請うためにやって来た。
ちょうど隠者は説教をやめて
そして話した，『改俊なされ，お若いの！
邪悪な世の中の繁忙など捨て去るのじゃ。
とりわけ愛は捨て置きなされ，
まさにそいつは生気を新たに呼び起こし
それとともに後悔を生むものじゃから。
さあわしをご覧あれ。わしはかくも軽やかで，
すでにほとんど無に到達した，
わしはまもなく時も空間も夢もない純粋な
一にして全なるものへと消えてゆくのじゃ。』
Grad　schlieBt　der　Klausnr　den　Sermon
Und　spricht：，，Bekehre　dich，　mein　Sohn！
VerlaB　das　b6se　Weltgetriebe．
Vor　allem　unterlaG　die　Liebe，
Denn　grade　sie　erweckt　aufs　neue
Das　Leben　und　mit　ihm　die　Reue．
Da　schau　mich　an．　Ich　bin　so　leicht，
Fast　hab’ich　schon　das　Nichts　erreicht，
Und　bald　verschwind’ich　in　das　reine
Zeit＝，　raum＝und　tranmlos　Allundeine．‘‘6）
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これはまさにアソトニウスの状態ではないか。聖人は俗世を断ち，今や自然と一体化している。この
詩の苦行者もそうなることができたのだろうか。詩は次のように続いている。
そして師が我を忘れているそのとき
一匹の小さな蜂が師の鼻を刺した。
するとおお，なんという叫び！
それに加えてその表情も。
Als　so　der　Meister　in　Ekstase，
Sticht　ihn　ein　Bienchell　in　die　Nase．
Oh，　welch　ein　Schrei！
Und　dann　das　Mienenspiel　dabei．7）
それを見た若者は失望して山を下り，二度と再び来ることはなかった。こちらは口先だけの苦行者
で，無の境地に達するにはまだかなりの時間がかかりそうだ。それにひきかえ聖アントニウスはどう
だろうか。蜂に鼻先を刺されても，今の聖人には痛くもかゆくもないだろう。たとえ全身をスズメバ
チに刺されたって，彼ならのんきに座っているかもしれない。
　ある日，この隠者生活に新しい仲間が加わる。「あそこを見よ！　森の真ん中から／一頭の琢が歩い
て来る，／こいつはその場でせっせと／小さな泉を掘り起こす，清く澄んだ泉を。／そして鼻をくんく
んさせながら／トリュフの小山まで掘り出す。」（Und　siehe　da！－Aus　Waldes　Mitten／Ein　Wildschwein
k・mmt　d・h・・gesch・itt・n・／D・・wiihl・t・m・ig・n　d・・St・11・／Ei・B・U・・1・i・・uf，　gar　rein　und　h，ll。．／U。d
wUhlt　mit　Schnauben　und　SchnUffeln／Dazu　hervor　ein　Haufiein　TrUffeln．一）アントニウスは豚に感謝
し，天然水と珍味をごちそうになる。それ以来聖人とこの豚はともに暮らし，そしてともに尽き果て
る。一人と一匹は天国の門前に行くのも一緒だった。しかしここである問題が生じる。豚を天国に入
れたくない連中が二人の進入に猛反対したのだ。そのとき二人を助けてくれたのは，やはり聖母マリ
アだった。「いらっしゃい！　こころ安らかにお入りなさい1／ここではどんな友人同士も引き離され
ることはありません。／こんなに多くの羊たちが入ってくるのです，／どうして感心な豚が入れないこ
とがありましょう！」（》Willkommen！Gehet　ein　in　Frieden！／Hier　wird　kein　Freund　vom　Freund
geschieden．／Es　kommt　so　manches　Schaf　herein，／Warum　nicht　auch　ein　braves　Schwein！《）［105］
この場面は『パドゥアの聖アントニウス』が裁判ざたになったとき問題となった。上に引用したマリ
アの言葉の後半が（Es　kommt　so　manches～）キリスト教を侮辱しているというのだ。そのため，第
二版ではこの箇所が削除され，第三版から再びもとに戻された。ブッシュは第十章について次のよう
に書いている。「第十章　雌豚を象徴として使った理由は，聖アントニウスにあります。この人は家
畜の守護者としてあちこちで敬われています。そこになにか下品なものを見いだす人は，思い出して
いただきたい。雄牛が聖ルカの象徴で，いつでもどこでもこの聖人のお供をしていくことを。」8）
　聖母マリアの寛大な措置によってアントニウスと親友の豚は，それぞれ天使の羽を背中に生やして
仲良く天上界へと入ってゆく（図14）［105］。そして物語は幕を閉じる。
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　この本を出版するとき，出版者シャウエンブルクは
書籍商の会合で刷本の一部抜きを見せた。するとたち
まち何千部もの初版が売り切れとなってしまった。各
地で発禁処分を受けてからも，その市場が失われるこ
とはなかった。なぜこの物語は当時の19世紀社会に
これほどまでに受け入れられたのだろうか。19世紀
は科学技術がめざましく進歩し，さまざまな分野で新
しい発見がなされ，また社会制度や経済が発展した時
代だ。それにともなって市民の意識や思想も当然変化
し，彼らは従来の考え方や教会の束縛から解き放たれ
て現世で自由に生きることを望むようになった。この
ような思想と合致するものを『パドゥアの聖アントニ
ウス』が持っていたのだ。アソトニウスはけっして非
のうちどころのない聖人ではなかった。ときには道を
踏み外し，くじけることもある。また，それほど利口
な人物でもない。ブッシュは出版者に次のように書い　　　　　　　　　図14
ている。「プロテスタソトの物の見方のなかで育って
きた私には，まじめに聖人が実在するなんて，罪のない人間が存在するだなんて，とても奇妙に思わ
れてしかたなかったのです。」9）また，『パドゥアの聖アソトニウス』のフラソス語訳が出版された
1875年に，文通相手であったオラソダ人女流作家マリア・アンダーゾソに宛てた手紙でもプッシュ
はこう述べている。「［…］それに正しい聖人など今だかつて存在したことはありません，さもなけれ
ぽ我々はそのことを感じ取って，つつましくふるまっていたでしょうに。」10）ブッシュはアソトニウ
スを罪を知らない聖人としてではなく，過ちを犯すこともある一人の人間として描いている。そして
アソトニウスはキリスト教と密接に関わりながらも，その枠に縛られることはない。気取った教会博
士アルペシウスも偽善的な司教ルスティクスもアソトニウスにかなわなかった。そして最後には自分
の安らぎを見いだし，親友の豚と幸せに天に昇る。確かにこの物語ではキリスト教が滑稽に描かれて
いる。しかしそこにブッシュの目的があったのではない。それはアソトニウスという名の，19世紀
市民が思い描いた自由人の生涯に，おのずと含まれたものなのだ。『パドゥアの聖アントニウス』は
教会や従来の因習に縛られることなく，現世を自由気ままに生きながら自分の信仰を貫いた一人の人
間の物語なのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
テキストはDas　goldene　Wilhelm－Busch－Album．　Einleitung　von　Friedrich　Bohne．　Hanover　1959．を使用した。
［］内の数字は引用ページを示し，同ページから続けて引用する場合は表示を省いた。
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Res血mee
　　Wilhelm　Busch（1832～1908）schrieb　viele　satirische　Bildergeschichten，　wieルtax　und　M（〃ぬ
（1865）und　Die　Fromme、Helene（1872），die　damals　sehr　beliebt　waren．　Zu　denen　geh6rt　auch　Dθプ
Heilige／lnt∂nius　von．Padua（1870）．Die　Art，　wie　meisten　Busch－Spezialisten　diese　Geschichte　behan－
deln，　ist　folgendermaBen；zuerst　verweisen　sie　darauf，　daB　dieses　Werk　wegen　seiner　Beleidigung　der
Religion見md　seiner　Sittenlosigkeit　angeklagt　wurde，　und　dann　kommen　sie　rasch　zum　SchluB：正π．4n－
t（）nius　sei　eine　Geschichte　der　Religionkritik．　Aber　das　Hauptanliegen　des　Dichters　war，　wie　er　selber
gesagt　hatte，　nicht　Religionkritik．　So　halte　ich　es　fUr　n6tig，　einzelne　Teile　des　Inhalts　von　vornherein
zu　erwagen．　Ich　w血rde　annehmen，　da3　da　nicht　nur　die　Gedanken　von　Busch　Uber　Religion，　sondern
auch曲er　noch　andere　Fragen　beinhaltet　werden．
　　Nach　seinem　Brief　an　den　Verleger　gab　ein　alter　Kalender，　der　einige　heilige　Geschichten　enthielt，
Busch　AnlaB，　das　Leben　des、ffl。ノ4伽伽∫auf　sine　eigene　Weise　darzustellen．Auf　dem　Kalender　beru－
hen　die　meisten　Kapitel　seines　Werkes．
　　Das　Werk　schildert　das　Leben　von　Antonius；von　der　Geburt　bis　zum　Tod．　Darin　macht　Busch　die
Leser　lachen　mit　seiner　ausgezeichneten　Kontrasttechnik　von　Bild　und　Text．　Er　setzt　z．B．負bertrie－
bene　Satze　mit　alltaglichen　Zeichnungen，　oder　scheinheilige　Satze　mit　schonungslosen　Zeichnungen
zusammen．　Den　Heiligen　betreffen　verschiedene　UnglUcksfalle　oder　Versuchungen　vom　Teufel，　wie
es　in　der　Legende曲erliefert　ist．　Aber　er　geht　au3erst　leicht　und　sorgenfrei　Uber　solche　Schwierigkeit－
en　hinaus　durch　sein　Gebet　und　die　Hilfe　von　der　Mutter　Gottes．　Die　Gestalt　sieht　etwas　einfaltig　und
lacherlich　aus．
　　Antonius　lebte　nicht　als　ein　Heiliger　ohrle　S廿nde，　sondern　als　ein　Bnrger　mit　allerlei　Begierde．
Busch　gestaltet　hier　einen　Menschentyp，　den　das　damalige　Volk　in　der　bUrgerlichen　Gesellschaft　des
19．Jahrhunderts　sich　vorstellte．　Der　enthalt　also　nicht　von　Ungefahr　die　Befreiung　von　der　Religion．
一　189一
